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あらまし： 「論理再構成による論証吟味法」では，論証からの命題の抽出，三角ロジックを用いた論理

構造の再構成，の二段階で論証の吟味を行う．この方法では，論証の誤りは論理構造が再構成できない

こととされていた．この方法の拡張として，命題を変換することで論理構造を再構成したうえで命題変

換の適切性に基づいて論証を吟味し，論証の誤りを指摘する方法を提案する．さらに，この方法の演習

を開発し学習効果を検証したので報告する． 
キーワード：誤りの論証，論証の吟味，論理変換  

 
 
1. はじめに 
近年，領域を問わない一般的な能力として論理的

思考力が重視されている(1)．論理的思考力の育成方

法において誤りの論証からの学習が重要であるとさ

れ(2)，誤りの論証からの学習方法として論証の吟味

という方法が存在する．しかし，論証に対して論理

変換を利用して論証の吟味を行う方法は重要である

とされている(3)ものの，深く研究しているものは存

在しなかった．本研究は，論理変換を利用した論証

の吟味の方法について定式化を行い，演習化する試

みである．  

2. 論理変換による論理再構成 
 本研究において論証は「P（根拠となる命題）で

ある．したがって，R（結論となる命題）である．

なぜならば，Q（論拠となる命題）だからである．」

の形で表現される．この論証を三角形の形で表した

ものを三角ロジックと呼ぶ．この論証が modus 
ponens，multiple modus ponens の形で表現可能な時

この論証が形式的に成り立っているという．形式的

に成り立つ形で三角ロジックを表現できるとき論証

は演繹推論の形であるため，論証が妥当であると吟

味ができる．この方法を「再構成による論証吟味法」

と呼んでいる．論証の誤りは，三角ロジックが組み

立てることができないこととして検出されていた． 

本研究では，論証の誤りに対するより詳細な吟味

法として，命題変換を伴う論理再構成による論証吟

味法を提案する．具体的には，三角ロジックが組み

立てられない場合，必要な命題を論理変換によって

作成し，作成された命題を使って三角ロジックを再

構成したうえで，命題変換の適切性を吟味する． 

 たとえば，論証が「ジョンは犬である．したがっ

て，哺乳類であるならジョンである．なぜならば，

犬は哺乳類である．」としたとき，この論証から取

り出せる命題では三角ロジックは構成できない．そ

ここで，「哺乳類であるならジョンである」という

命題を，「ジョンであるなら哺乳類である」という

命題を変換すれば，三角ロジックを構成できる．そ

のうえで必要となった命題変換を吟味すると，この

変換は「逆変換」であり，誤謬変換であるため，こ

の論証は誤謬変換を利用しないと形式的に成り立た

せることができず，論理的に適切でないと判定でき

る．図 1 は例を図で表したものである． 

次に別の例を示す．論証が「ジョンは犬である．

したがって，哺乳類でないならジョンでない．なぜ

ならば，犬は哺乳類である．」と与えられたとき，

この論証を形式的に成り立たせるには結論である

「哺乳類でないならジョンでない」という命題を対

偶変換することにより，「ジョンであるなら哺乳類

である」という命題を作成する必要がある．対偶変

換は妥当な変換であるため，この論証は妥当な変換

を利用することにより形式的に成り立たせることが

できる．したがって，この論証は妥当であるという

ことを吟味することが可能となる． 図 2 は例を図

で表したものである．なお現在のところ取り扱って

いる命題変換は基本的な変換とされる，逆変換，裏

変換，対偶変換，の三つであり，逆変換と裏変換が

誤謬変換であり，対偶変換は論理変換である． 

 
 

図 1 逆変換を利用した論証吟味の例
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図 2 対偶変換を利用した論証吟味の例 

 

3. 命題変換による論理再構成の演習化 
 論理再構成の原理は，共感的理解（4）であり，「相

手を正しいと仮定したうえで，相手の言うことを辻

褄が合うように解釈する」ことであり，他者の思考

を自己の理解として再構成することである．「命題

変換による論理再構成」の演習化では，他者の論証

を三角ロジックとして論理的なものとして再構成す

る．図 3 は演習システムの実際の画面である． 

 
図 3 演習システム画面 

 

4. 実験 
4.1 実験概要 
 本研究では，リサーチクエスチョンとして，（i）
学習者の論証の妥当性判定能力促進に効果があるか，

（ii）提案した手法を学習者が習得しているか，（iii）
提案した手法が学習者に受け入れられるか，の三つ

を立て，これらの調査のために実験を行った．実験

ではプレテストの後 1 週間を開け，提案手法の説明

と演習システムの利用と，ポストテストを行った．

プレテスト・ポストテストでは論証の吟味課題とし

て，論証のみが与えられ，その論証が妥当であるか

どうかを吟味してもらい，その理由を説明させた． 

 今回の実験では 28 名が被験者として参加した． 

4.2 実験結果 

(i)の評価のためにプレ・ポストテスト間の有意

差を分析した．表 1 に示したように，プレテスト・

ポストテストでは得点が有意に向上し（ウィルコク

ソン符号順位検定），効果量 r は 0.82（大）であっ

た． 

表 1 平均点と標準偏差(n=28) 

 プレテスト ポストテスト 

平均点（σ） 15.54(3.83) 19.39(1.29) 

 

（ii）については学習者の回答を 3 つに分類した．

分類について，間違いと正解に分け，正解について

は，本手法と一致する群（一致群）と，その意味的

に回答している群（意味群）に分けた．表 2 はその

結果である．ポストテストでは 2 名除いたすべての

学習者が提案した手法で回答できるようになってい

ることがわかる．なお，この分類は 3 名の共同研究

者がそれぞれ行い，不一致が生じた場合は協議して

一意に決定した．２×３のカイ二乗検定を行ったと

ころ，プレテストとポストテストの間で各群の分布

に違いがあり（p<0.01），残差分析の結果，プレは

一致群が有意に少なく，意味群・間違い群が有意に

多く，ポストにおいては，一致群が有意に多く，意

味群・間違い群が有意に少なかった（いずれも

p<0.01）．この結果は本吟味法が習得されたことを

示唆する． 

表 2 記述課題に対する回答の分類 

 一致群 意味群 間違い 

プレテスト 7 6 15 

ポストテスト 23 0 5 

 

（iii）では提案した手法に対しての主観調査を 5
件法(1:そう思わない，5：そう思う)で行った．表

3 に示したように，提案手法に対するアンケートの

結果は概ね好評で，学習者に提案手法が受け入れら

れていることがわかった． 

表 ３ アンケート結果 

質問文 平均（五件法） 
この方法に沿った論証の判別はで

きるようになった 

4.75 

この方法は論証の判別に役立つ 4.61 
この方法は論理的思考に役立つ 4.57 
この方法は自分にとって役立つ 4.18 
 

5. まとめ 
本研究では，これまで重要とされるも議論が行わ

れてこなかった論理変換を利用した論証の吟味の方

法について，定式化を行い．その提案手法を学習者

に教授するためのシステム開発を行い，それを用い

た実験的評価を行った． 
今後の課題としては，より低学年の学習者への実

験を行うことや，命題の作成方法を変えた実験を行

うことなどがあげられる．  
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